



























































のまま使用されつづける例、あるいは “ データベース ”
と “ データバンク ” のように異なる意味の用語として














































































（1960 年 ～ 2004 年 ）：2003 ～
2004 時調査の結果概要



















































































































































2003 ～ 2004 年当時の調査結果では、1960 年代
には「情報社会」「情報化社会」いずれもほぼ同等数







































　 1966-1970 1971-1975 1976-1980
情報社会 9 19 15

















　 1966-1970 1971-1975 1976-1980 1981-1985 1986-1990
情報社会 42 12 6 134 173
情報化社会 145 96 72 310 378
知識基盤社会 　 　 　 　 　
1991-1995 1996-2000 2001-2005 2006-2010.10
69 366 608 317










　 1981-1985 1986-1990 1991-1995 1996-2000
情報社会 47 262 623 1094
情報化社会 115 715 1192 2047














































検索サイト名 Yahoo! Japan Google
情報社会 6,250,000 件 23,500,000 件
情報化社会 6,110,000 件 13,100,000 件
知識基盤社会 86,000 件 274,000 件
（いずれも、2010 年 10 月 13 日現在）
９）『辞書学：その原理と応用』．Ｒ・Ｒ・Ｋ・ハルト
マン［著］木原研三［ほか訳］．東京，三省堂，
1984．
